
に
勝
ち
残
る
た
め
に
必
死
に
勉
強
し
、
米
国
で
職
を

得
よ
う
と
し
た
。
卒
業
後
に
満
足
で
き
る
職
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
躊
躇
な
く
起
業
し
た
。
つ
ま
り
、
ハ

ン
グ
リ
ー
な
の
で
あ
る
。

01
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
加
盟
し
、

中
国
の
Ｚ
世
代
は
資
本
主
義
に
急
速
に
順
応
し
た
。

　
Ｚ
世
代
の
登
場
前
に
、
今
や
米
国
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
並

び
称
さ
れ
る
中
国
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
が
相
次
い
で
起
業
し
て

い
る
。
テ
ン
セ
ン
ト
は
1
9
9
8
年
、
ア
リ
バ
バ
は

99
年
、
バ
イ
ド
ゥ
と
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
2
0
0
0
年

で
あ
る
。

　
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
経
営
者
層
を
中
国
起
業
家
の
「
第
1
世

代
」
と
す
る
と
、
Ｙ
世
代
の
中
か
ら
「
第
2
世
代
」

が
次
々
と
誕
生
し
た
。
米
国
の
標
的
と
な
っ
て
い
る

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
を
生
み
出
し
た
バ
イ
ト
ダ
ン
ス
、
タ

ク
シ
ー
配
車
サ
ー
ビ
ス
滴
滴
の
創
業
者
は
い
ず
れ
も

1
9
8
3
年
生
ま
れ
で
あ
る
。

「
第
2
世
代
」
に
続
き
、
Ｚ
世
代
か
ら
も
続
々
と
起

業
家
が
生
ま
れ
て
い
る
。
中
国
Ｚ
世
代
に
は
日
米
欧

に
対
す
る
劣
等
感
や
気
後
れ
は
な
い
。

1
年
間
の
大
卒
者
が
約
9
0
0
万
人
に
及
び
、
日

本
の
大
学
生
全
体
の
半
分
近
い
人
数
が
米
国
に
留
学

し
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
の
成
功
に
自
国
へ
の
自
負
を
感
じ
、

そ
れ
に
続
く
「
第
2
世
代
」
起
業
家
を
仰
ぎ
見
て
自

分
も
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を
目
指
す
。
そ
れ
が

中
国
Ｚ
世
代
だ
。

　
対
し
て
、
日
本
の
Ｚ
世
代
は
ど
う
か
。

　
前
世
代
で
あ
る
Ｙ
世
代
の
就
職
氷
河
期
、

非
正
規
雇
用
急
増
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
席
巻
さ

れ
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ
に
も
追
い
抜
か
れ
る
産
業
や
企
業
の

勢
い
の
差
、
そ
う
し
た
空
気
に
馴
染
ん
で
い
る
日
本

の
Ｚ
世
代
。
残
念
な
が
ら
米
欧
中
ほ
ど
の
勢
い
は
な

い
。
ハ
ン
グ
リ
ー
さ
に
お
い
て
、
日
本
と
米
欧
中
、

と
り
わ
け
中
国
と
の
差
は
大
き
い
。

　
Ｚ
世
代
自
身
の
責
任
で
は
な
い
。
過
去
の
成
功
体

験
や
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
呪
縛
に

囚
わ
れ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
経
営
戦
略
と
は
き
違
え
、

就
職
氷
河
期
や
非
正
規
雇
用
急
増
と
い
う
事
態
を
招

い
た
先
行
世
代
の
責
任
だ
。
各
界
を
担
っ
た
人
々
は
、

す
べ
か
ら
く
自
問
自
答
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
の
50
歳
代
、
60
歳
代
は
、
米
国
流
に
言
え
ば

Ｘ
と
Ｙ
の
間
の
世
代
。
物
心
つ
い
た
頃
に
は
日
本
は

先
進
国
で
あ
り
、
1
9
7
9
年
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
著
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
に

遭
遇
し
、
バ
ブ
ル
期
の
経
済
力
を
実
感
し
た
世
代
。

言
わ
ば
「
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
世
代
」
で
あ
る
。

　
各
界
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
世
代
は
、
Ｚ
世
代
を
鼓
舞
し
、

彼
ら
が
自
信
を
持
て
る
社
会
を
創
る
こ
と
に
全
力
を

傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｚ
に
続
く
世
代
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
な
く
な
っ

た
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を
借
り
て
α
世
代
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

2
0
1
0
年
代
に
物
心
が
つ
き
始
め
た
世
代
で
あ

り
、
現
時
点
で
20
歳
前
後
よ
り
若
い
世
代
、
及
び
こ

れ
か
ら
誕
生
す
る
世
代
で
あ
る
。

　
日
本
の
α
世
代
に
、
Ｙ
世
代
や
Ｚ
世
代
と
同
じ
経

験
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
現
時
点
で
は
真
っ
白
の

α
世
代
の
可
能
性
と
未
来
を
最
大
限
に
発
展
さ
せ
得

る
日
本
を
創
る
こ
と
、
そ
れ
が
現
在
の
各
界
の
中
心

で
あ
る
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
世
代
に
課
さ
れ
た
責
務
だ
。

1
9
6
0
年
、
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
は
名
目
Ｇ
Ｎ

Ｐ
で
英
国
を
抜
い
て
世
界
2
位
に
な
っ
た
。
日
本
が

そ
の
西
ド
イ
ツ
を
抜
い
て
2
位
に
な
っ
た
の
は
68
年
、

敗
戦
か
ら
23
年
目
で
あ
っ
た
。
敗
戦
国
西
ド
イ
ツ
と

日
本
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

2
0
1
0
年
、
今
度
は
中
国
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
抜

か
れ
て
3
位
に
な
っ
た
日
本
。
人
口
が
10
倍
以
上
の

中
国
に
規
模
で
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
中
国
の
成
長
が
加
速
す
る

一
方
、
日
本
は
構
造
的
低
迷
が
続
き
、
1
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
優
位
性
も
安
泰
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
格
差
が
大
き
い
中
国
で
は
、
既
に
人
口
の
約
2
割

は
日
本
人
よ
り
所
得
が
高
い
。
中
国
の
人
口
の
2
割

と
言
え
ば
、
日
本
の
人
口
の
倍
。
そ
れ
だ
け
の
人
数

が
日
本
人
よ
り
も
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
中
国
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
激
増
の
背
景
で
あ
る
。

　
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
見
る
と
、
90
年
比
で
米
英
は
40
〜

50
％
増
加
し
て
い
る
が
、
日
本
は
20
％
程
度
。
韓
国
、

台
湾
は
3
倍
増
、
中
国
は
10
倍
増
で
あ
る
。

　
ま
た
、
過
去
20
年
で
日
本
の
実
質
賃
金
は
約
10
％

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
日
本
の
Ｙ
世
代
や
Ｚ

世
代
が
自
信
を
喪
失
し
、
守
り
に
入
る
の
も
や
む
を

得
な
い
。
彼
ら
の
責
任
で
は
な
い
。

　
中
国
は
2
0
3
5
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
現
在
比
で
倍
増

さ
せ
る
計
画
を
発
表
し
た
。
実
現
す
れ
ば
、
1
人
当

　
α
（
ア
ル
フ
ァ
）
世
代
は
、
現
在
の
子
供
、
及
び

こ
れ
か
ら
誕
生
す
る
子
供
た
ち
を
総
称
し
て
い
る
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
空
気
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
と
共
存
す
る
世
代
で
あ
る
。

　
α
世
代
は
真
っ
白
だ
。
過
去
の
成
功
体
験
と
無
縁

で
あ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
呪

縛
も
な
い
。
就
職
氷
河
期
の
ト
ラ
ウ
マ
も
な
い
。
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
順
応
で
き
る
。

　
α
世
代
の
才
能
や
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

彼
ら
が
自
由
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
創
る
。
そ
れ
が

今
後
の
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
。

　
α
世
代
に
対
し
て
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
（
団
塊
世

代
）
や
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
世
代
が
悪
影
響
を
与
え
て
は
な

ら
な
い
。

　
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が

ま
だ
そ
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
1
9
9
1
年
、
米
国

で
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
ー
プ
ラ
ン
ド
著
『
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
Ｘ
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

　
Ｘ
世
代
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
頃
に
若
年
期
を

過
ご
し
、
厭
世
感
が
広
が
っ
た
世
代
の
総
称
と
し
て

著
者
が
命
名
し
た
。
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
次
の

世
代
で
あ
り
、
し
ら
け
世
代
、
ミ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
も
言
わ
れ
る
。

　
以
来
、
米
国
で
は
世
代
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
定
着
し
、

次
の
世
代
は
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｙ
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｙ
世
代
は
若
年
期
に
世
紀
の
変
わ
り

目
を
迎
え
た
た
め
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
（
ミ
レ
ニ
ア

ル
ズ
）
と
も
言
わ
れ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
前
に
生
ま
れ
、

･
11
に

直
面
し
た
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
不
況
と
失
業
増
も
経
験
し
た
ロ
ス
ト
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
影
響
が
世
界
に
広
が
り
、
米
国
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
同
世
代
も
同
じ
よ
う
な
環
境
と
向
き
合
っ
た
。

日
本
の
Ｙ
世
代
は
就
職
氷
河
期
や
非
正
規
雇
用
急
増

と
い
う
社
会
状
況
に
遭
遇
し
、
米
国
と
同
様
、
や
は

り
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
と
呼
ば
れ
る
。

　
Ｙ
の
次
は
Ｚ
で
あ
る
。
Ｚ
世
代
に
と
っ
て
生
ま
れ

た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
自
然
な
存
在
で
あ
り
、

Ｐ
Ｃ
よ
り
ス
マ
ホ
を
日
常
的
に
使
い
こ
な
す
世
界
共

通
の
ス
マ
ホ
世
代
（
ｉ
Ｇ
ｅ
ｎ
）、
最
初
の
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
で
あ
る
。

　
Ｚ
世
代
の
勢
い
を
日
本
と
欧
米
諸
国
、
急
成
長
し

た
中
国
と
比
較
す
る
と
、
少
々
違
い
が
あ
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
親
和
的
な
欧
米
の
Ｚ
世
代
は
、

日
本
の
Ｚ
世
代
と
比
べ
る
と
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
の

発
展
に
順
応
し
て
い
る
。
日
本
と
欧
米
の
社
会
体
質

の
違
い
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
Ｚ
世
代
が
そ
れ
以
前
の
世
代
と
比
べ
て
劇
的
に
進

化
し
、
自
信
を
得
た
の
は
中
国
。
そ
の
背
景
に
は
、

中
国
の
国
情
を
反
映
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
頃
か
ら
国
策
と
し
て
大
学
入
学
者
、

大
卒
者
が
激
増
し
た
中
国
。
彼
ら
の
多
く
は
生
き
残

り
を
か
け
て
海
外
、
と
く
に
米
国
に
留
学
し
、
競
争

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
」追
う
中
国
Ｚ
世
代

「
日
本
は
大
丈
夫
」と
い
う
無
意
識
の
楽
観

ネット高校「Ｎ高」のVR 入学式でゴーグルを装着する新入生

「α世代」に託す日本

α
世
代
は
真
っ
白
だ
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）と
共
存
す
る

彼
ら
の
才
能
や
可
能
性
を

最
大
限
に
引
き
出
す

社
会
を
創
り
た
い
。
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た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も
日
本
は
中
国
の
後
塵
を
拝
す
る
。

　
そ
の
35
年
頃
の
中
心
が
α
世
代
で
あ
る
。

　
戦
後
75
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
を
経
済
の
変
遷

で
区
切
れ
ば
、
戦
後
復
興
、
高
度
成
長
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
バ
ブ
ル
経
済
、
失
わ
れ
た

30
年
の
5
つ
に
分
け
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

　
戦
後
復
興
と
高
度
成
長
に
対
す
る
自
負
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
呪

縛
、
バ
ブ
ル
の
幻
想
と
崩
壊
後
の

萎
縮
。
そ
れ
ら
の
心
理
が
輻
輳
し
、
激
動
す
る
内
外

情
勢
に
的
確
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
失
わ
れ

た
30
年
に
つ
な
が
っ
た
。

　
各
界
指
導
者
の
潜
在
意
識
に
は
、
日
本
は
ア
ジ
ア

で
唯
一
の
先
進
国
、
産
業
や
企
業
は
一
流
、
業
績
は

や
が
て
回
復
す
る
、
合
理
的
根
拠
の
な
い
「
た
ぶ
ん

大
丈
夫
」
と
い
う
無
意
識
の
楽
観
が
あ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
「
正
常
化
バ
イ
ア
ス
」
で
あ
る
。

　
労
働
力
を
単
な
る
コ
ス
ト
調
整
弁
と
考
え
、
技
術

革
新
が
猛
烈
に
進
む
中
で
人
材
の
育
成
・
登
用
、
投

資
判
断
、
企
業
戦
略
に
失
敗
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
化
も
コ
ス
ト
削
減
と
捉
え
、
非
正
規
雇
用
や

外
国
人
労
働
者
の
低
賃
金
に
依
存
し
た
業
績
回
復
を

企
業
戦
略
と
錯
覚
し
、
世
界
の
構
造
変
化
や
デ
ジ
タ

ル
革
命
に
対
処
で
き
て
い
な
か
っ
た
現
実
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
白
日
の
下
に
曝
さ
れ
た
。

　
国
際
情
勢
へ
の
対
応
も
同
様
で
あ
る
。
米
中
対
立
、

ロ
シ
ア
復
権
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、
東
南
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
へ
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
な
ど
、
国
際
社
会

が
劇
的
な
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
中
で
、
主
体
的
な

外
交
安
保
戦
略
を
展
開
で
き
て
い
な
い
。

　
米
中
両
国
は
表
面
上
の
対
立
と
は
異
な
り
、
深
層

で
は
技
術
的
、
経
済
的
に
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
。
軍
事
的
に
も
、
あ
る
意
味
で
は
共
存
共
栄
関
係

だ
。
外
交
安
保
に
関
し
て
も
「
日
米
同
盟
が
あ
る
か

ら
心
配
な
い
」「
た
ぶ
ん
大
丈
夫
」
と
い
う
根
拠
の

な
い
「
正
常
化
バ
イ
ア
ス
」
に
陥
っ
て
い
な
い
か
。

　
か
つ
て
評
論
家
、山
本
七
平
（
1
9
2
1
〜
91
年
）

が
指
摘
し
た
「
空
気
の
論
理
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

山
本
は
著
書
『「
空
気
」
の
研
究
』
の
中
で
、
日
本

社
会
の
「
空
気
的
判
断
」
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
全
体
の
雰
囲
気
に
異
を
唱
え
な
い
、
違
和
感
が
あ

り
、
気
づ
い
て
い
て
も
、
周
囲
の
「
空
気
」
を
無
意

識
に
気
遣
い
、
あ
え
て
発
言
も
指
摘
も
し
な
い
。

　
山
本
に
先
立
ち
、
日
本
社
会
の
体
質
を
「
無
責
任

の
体
系
」
と
称
し
た
政
治
学
者
、
丸
山
眞
男
（
1
9

1
4
〜
96
年
）
の
分
析
と
も
通
底
す
る
。

「
正
常
化
バ
イ
ア
ス
」
と
「
空
気
」
と
「
無
責
任
の

体
系
」
を
自
覚
し
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
覚
悟
と
行
動

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
α
世
代
に
託
す
日
本
を
創
生
す
る
た
め
に
、
議
論

と
決
断
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、ど
の
意
見
が「
正

し
い
」
の
か
。「
正
し
い
」
と
は
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、

絶
対
に
「
正
し
い
」
こ
と
は
存
在
し
な
い
。
議
論
の

落
と
し
所
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
「
対
立
の
迷
路
」
に

陥
る
。
事
実
を
探
究
せ
ず
、
何
と
な
く
好
感
で
き
る

意
見
に
賛
同
し
、異
論
を
排
す
れ
ば
「
同
調
の
悲
劇
」

に
陥
る
。
日
本
は
「
対
立
の
迷
路
」
と
「
同
調
の
悲

劇
」
に
陥
り
易
い
社
会
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
異
論
を

排
せ
ず
、
現
実
的
な
改
革
を
模
索
す
る
中
道
の
重
要

性
を
痛
感
す
る
。

　
中
道
と
は
足
し
て
二
で
割
る
こ
と
で
は
な
い
。
持

論
に
固
執
せ
ず
、
異
論
を
排
せ
ず
、
現
実
的
な
改
革

を
実
践
す
る
た
め
の
議
論
と
思
考
の
作
法
で
あ
る
。

社
会
保
障
、
経
済
、
外
交
安
保
、
技
術
革
新
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
難
局
に
直
面
し
、
具
体
的
な
改
革

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、「
対
立
の

迷
路
」
に
迷
う
こ
と
な
く
、「
同
調
の
悲
劇
」
を
招

か
な
い
た
め
に
、
改
革
中
道
が
重
要
で
あ
る
。

　
生
産
的
な
議
論
を
行
う
た
め
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
端

を
発
す
る
哲
学
者
が
説
い
た
「
弁
証
法
」。
対
立
す

る
意
見
を
戦
わ
せ
、
弁
論
を
行
い
、
自
説
の
補
強
と

修
正
を
行
う
。
4
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
議

論
を
噛
み
合
わ
せ
る
こ
と
、
②
ど
ち
ら
か
一
方
が
絶

対
に
正
し
い
と
い
う
前
提
に
立
た
な
い
こ
と
、
③
質

問
は
論
理
的
で
あ
る
こ
と
、
④
質
問
に
は
真
摯
に
回

答
す
る
こ
と
。
果
た
し
て
日
本
は
、
政
治
に
お
い
て

も
、
経
営
に
お
い
て
も
、
生
産
的
な
議
論
を
行
い
得

て
い
る
か
。

「
弁
証
法
」
に
重
き
を
置
く
哲
学
者
は
ソ
フ
ィ
ス
ト

の
「
弁
論
術
」
を
批
判
し
た
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
人
名

で
は
な
い
。
議
論
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
授
す
る
職
業

名
で
あ
る
。「
弁
論
術
」
は
議
論
を
深
化
さ
せ
る
も

の
で
は
な
く
、生
産
的
な
結
論
に
至
ら
な
い
「
詭
弁
」

と
ほ
ぼ
同
義
に
扱
わ
れ
た
。

　
日
本
の
国
会
論
争
に
は
「
弁
論
術
」
的
不
毛
さ
を

感
じ
る
う
え
に
、
二
項
対
立
と
二
律
背
反
の
弊
害
も

見
受
け
ら
れ
る
。

　
二
項
対
立
の
中
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
正
し
い
と

結
論
づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
議
論
は
収
斂
し
な
い
。
二

律
背
反
は
両
立
し
得
な
い
ふ
た
つ
の
命
題
な
の
だ
か

ら
、
結
論
は
存
在
し
な
い
。
二
項
対
立
に

終
始
し
、
二
律
背
反
で
硬
直
し
、
中
間
領

域
の
結
論
や
合
意
に
至
ろ
う
と
し
な
い
場

合
は
「
対
立
の
迷
路
」
と
「
同
調
の
悲
劇
」

に
陥
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
議
論
と
思
考
の
作

法
が
改
革
中
道
で
あ
る
。

「
三
耕
探
究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
筆
者
の
造
語
で

あ
る
。
あ
る
時
「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す

れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
表
現
が
脳
裏
を
よ
ぎ

り
、「
学
を
耕
し
、
論
を
耕
し
、
心
を
耕
す
」、
つ
ま

り
「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
で
「
三
耕
探
究
」
と

い
う
造
語
に
到
っ
た
。

　
生
産
的
な
結
論
を
得
る
た
め
に
は
、
事
実
を
共
有

し
、
議
論
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
現
実
的
な
落
と
し
所
を
見
出
す
に
は
、

論
者
の
心
、
議
論
に
向
き
合
う
姿
勢
、
す
な
わ
ち
改

革
中
道
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
以
来
、

そ
の
こ
と
を
自
ら
の
肝
に
銘
じ
、誓
い
を
込
め
て「
三

耕
探
究
」
を
反
芻
し
て
い
る
。

「
事
実
を
確
認
し
、
共
有
す
る
」
こ
と
す
ら
十
分
で

な
い
日
本
。
こ
こ
数
年
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、

憂
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
是
非
や
賛
否
は
別
に
し
て
、

ま
ず
事
実
を
開
示
、
共
有
す
る
こ
と
な
し
に
、
生
産

的
な
結
論
は
得
ら
れ
な
い
。

　
事
実
を
開
示
せ
ず
、
持
論
を
強
弁
し
続
け
る
国
会

論
争
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
日
本
の
未
来
が
不

安
に
な
る
。「
正
直
な
政
治
」「
偏
ら
な
い
政
治
」「
現

実
的
な
政
治
」
が
日
本
に
最
も
欠
け
て
い
る
。
そ
れ

な
く
し
て
内
外
の
諸
問
題
に
対
処
で
き
な
い
。
現
に

欠
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
窮
状
が
あ
る
。

　
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
も
、
実
は
難
し
い
。

事
実
か
否
か
を
確
認
す
る
段
階
で
個
人
の
先
入
観
が

影
響
す
る
か
ら
だ
。
2
0
1
8
年
に
邦
訳
が
出
版
さ

れ
た
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
リ
ン
グ
著
『
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ

ス
』
は
、
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

　
ロ
ス
リ
ン
グ
は
「
人
間
に
は
本
能
的
な
先
入
観
が

あ
り
、
デ
ー
タ
や
事
実
を
基
に
理
解
す
る
こ
と
を
邪

魔
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
「
先
入
観
」
は

世
界
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
及
び
日
本
社

会
の
「
先
入
観
」
は
相
対
的
に
強
く
、
そ
れ
に
加
え

て
「
正
常
化
バ
イ
ア
ス
」
と
「
空
気
」
と
「
無
責
任

の
体
系
」
が
影
響
し
て
い
る
。

　
折
し
も
米
国
大
統
領
選
挙
は
バ
イ
デ
ン
勝
利
と
な

っ
た
が
、
混
迷
が
ど
の
よ
う
に
収
斂
し
、
日
本
の
今

後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
見
通
せ
な
い
。

　
同
盟
国
米
国
が
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
世
代
は
「
正
常
化
バ
イ
ア
ス
」
と
「
空

気
」
と
「
無
責
任
の
体
系
」
の
呪
縛
を
逃
れ
、
冷
徹

に
事
実
を
確
認
し
、
日
本
の
現
実
を
見
据
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
α
世
代
に
託
す
日
本
の
現
実
を
直
視
し
、
戦
略
を

練
り
、
実
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

1
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「
対
立
の
迷
路
」「
同
調
の
悲
劇
」に
陥
る
社
会

現
実
と
向
き
合
う「
改
革
中
道
」の
重
要
さ
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